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１　

�

都
心
部
を
中
心
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
利
用
拡
大
と�

都
市
間
格
差

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
感
染
症
拡
大
を
防
ぎ
つ
つ
経
済
活
動
を
維
持

す
る
手
段
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
慶

應
義
塾
大
学
大
久
保
敏
弘
研
究
室
と
N 

I 

R 

A
総
合
研
究
開
発
機
構

と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
就
業
者
実
態
調

査
（
第
一
回
〜
第
四
回
）」
を
基
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
現
状
と
働
き
方

を
議
論
す
る
。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
全
国
の
就
業
者
の
う
ち
テ
レ
ワ
ー
ク
を
利

用
し
た
人
の
割
合
は
図
１
の
よ
う
な
推
移
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
二
〇
二
〇
年
一
月
時
点
で
は
全
国
平
均
わ
ず
か
六
％
だ
っ
た
が
、

二
〇
二
〇
年
三
月
時
点
で
は
一
〇
％
に
上
昇
し
、
一
回
目
の
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
た
二
〇
二
〇
年
四
〜
五
月
に
は
二
五
％
に
上
昇
し

た
。
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、
二
〇
二
〇
年
六
月
時
点
で
は
一
七
％

に
低
下
し
そ
の
後
も
同
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
二
回
目
の
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
た
二
〇
二
一
年
一
〜
三
月
は
一
七
％
と
、
十
二
月

時
点
か
ら
若
干
上
昇
し
た
も
の
の
、
同
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
一

回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
で
テ
レ
ワ
ー
ク
の
利
用
が
急
速
に
広
ま
り
、

そ
の
後
、
揺
り
戻
し
は
あ
っ
た
が
、
感
染
拡
大
前
と
比
べ
る
と
、
一

定
程
度
の
利
用
率
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
一
月
の
二
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
時
に
は
、
一
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
時
の
よ
う
な
テ

レ
ワ
ー
ク
利
用
の
伸
び
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ

ワ
ー
ク
が
定
着
し
て
い
る
も
の
の
利
用
率
は
頭
打
ち
あ
る
い
は
限
界

に
達
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
東
京
圏
（
東
京
都
・
神
奈

川
県
・
千
葉
県
・
埼
玉
県
）
に
注
目
す
る
と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
利
用
率

は
二
〇
二
一
年
四
月
時
点
で
二
七
％
と
な
り
、
全
国
平
均
と
比
較
し

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
仕
事
の
効
率
性
と

課
題

大
久
保
敏
弘

新
型
コ
ロ
ナ
危
機
と
経
済
学
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職
種
に
よ
る
向
き
不
向
き
は
大
き
く
、
情
報
通
信
業
は
向
い
て
お

り
、
飲
食
・
宿
泊
、
医
療
・
看
護
な
ど
は
テ
レ
ワ
ー
ク
自
体
が
難
し

い
業
種
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
の
構
造
に
も
大
き
な
要
因
が
あ
る
。

勤
務
先
が
感
染
症
の
蔓
延
す
る
大
都
心
部
で
あ
る
か
、
さ
ら
に
は
住

宅
事
情
や
近
隣
の
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
の
有
無
と
い
っ
た
環
境
も
背
景

に
あ
る
だ
ろ
う
。

２　

�

テ
レ
ワ
ー
ク
の
頻
度
と
効
率
性
、
住
環
境
の
重
要
性

　

こ
の
よ
う
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
コ
ロ
ナ
禍
で
広
が
っ
た
も
の
の
低

迷
し
た
ま
ま
で
あ
り
頭
打
ち
の
状
態
で
あ
る
。
単
な
る
業
種
や
職
種

の
構
造
が
低
迷
の
理
由
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
テ
レ
ワ
ー
ク

利
用
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
利
用
頻
度
を
み
る
（
図
２
）。
二
〇
二
一
年

四
月
時
点
で
、
週
五
以
上
の
割
合
は
二
三
％
、
週
二
〜
四
日
が
五

六
％
、
週
一
日
以
下
（
週
一
回
あ
る
い
は
月
数
回
程
度
）
が
二
〇
％

と
な
っ
た
。
時
系
列
的
な
変
化
と
し
て
顕
著
な
の
は
、
週
三
日
以
上

の
割
合
が
二
〇
二
〇
年
九
月
以
降
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
週
一
日
以

下
（
週
一
日
あ
る
い
は
月
に
数
回
）
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
社
会
の

状
況
に
あ
わ
せ
つ
つ
、
職
場
で
の
勤
務
と
テ
レ
ワ
ー
ク
と
の
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
を
模
索
し
な
が
ら
、
徐
々
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
比
率
を
増
や

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
何
ら
か
の
形
で
の
職
場
勤
務
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
も
の
の
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
い
い
面
を
う
ま
く
利
用
し
、
感

染
防
止
対
策
を
し
つ
つ
職
務
を
効
率
的
に
遂
行
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　

就
業
者
は
テ
レ
ワ
ー
ク
と
出
勤
と
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
模
索
し

つ
つ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
頻
度
を
決
め
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
の
基
準

て
一
一
％
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

　

さ
ら
に
都
市
別
に
み
る
と
格
差
が
顕
著
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
四

月
時
点
で
、
川
崎
市
三
八
％
、
東
京
二
十
三
区
三
五
％
、
横
浜
市
二

九
％
と
な
っ
て
お
り
全
国
平
均
よ
り
も
か
な
り
高
い
。
一
方
、
低
い

方
を
み
る
と
、
仙
台
市
九
％
、
岡
山
市
八
％
、
新
潟
市
五
％
、
最
も

低
い
の
は
熊
本
市
で
二
％
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
都
市
間
の
テ
レ
ワ
ー
ク
格
差
の
背
景
は
様
々
で
あ

り
、
就
業
者
の
職
業
や
業
種
の
構
造
に
も
依
拠
し
て
い
る
。
業
種
や

図１　テレワーク利用率の推移
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【1 回目の緊急事態宣言】
2020年4月7日～5月25日（％）

全国 東京圏
全国（2020年1月・3月：n＝10,516、4～5月・6月：n＝12,138、
9月・12月：n＝10,523、2021年1～2月・3月・4月：n＝9,796）
東京圏（2020年1月・3月：n＝3,467、4～5月・6月：n＝4,049、
9月・12月：n＝3,514、2021年1～2月・3月・4月：n＝3,261）

【2回目の緊急事態宣言】
2021年1月8日～3月21日

17 17 17 17 1716 16

29 28 29 29
26 27

人
の
I 

T
ス
キ
ル
よ
り
も
テ
レ
ワ
ー
ク
の
経
験
年
数
、
テ
レ
ワ
ー
ク

で
の
勤
務
時
間
数
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
就
業
者
の
仕
事
が
十
分
に
明
確
化
さ
れ
分
担
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
場
合
や
時
間
を
柔
軟
に
で
き
る
制
度
（
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
な

ど
）
が
あ
る
場
合
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
効
率
を
高
め
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
計
量
分
析
で
分
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
実
は
テ
レ
ワ
ー
ク
経
験
や
会
社
制
度
だ
け
が
効
率
性
に

影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
自
分
の
足
元
、
つ
ま

り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
利
用
場
所
が
大
き
く
効
率
性
に
影
響
し
て
い
る

こ
と
が
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
調
査
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
利
用

は
仕
事
の
効
率
性
だ
ろ
う
。
就
業
者
実
態
調
査
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
で

の
仕
事
の
効
率
性
を
聞
い
て
い
る
。
通
常
の
よ
う
に
出
勤
し
て
働
い

た
場
合
を
一
〇
〇
と
し
て
、
現
在
の
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
に
つ
い
て
〇

〜
二
〇
〇
ま
で
の
数
字
で
答
え
て
も
ら
っ
た
。
図
３
の
よ
う
に
、
半

数
近
く
は
一
〇
〇
未
満
と
答
え
て
お
り
、
平
均
は
八
七
で
一
〇
〇
よ

り
も
大
き
い
数
字
を
答
え
た
人
は
か
な
り
少
な
い
。
や
は
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
は
仕
事
効
率
が
落
ち
る
。
さ
ら
に
計
量

分
析
を
行
っ
た
結
果
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
本

図２　テレワークの頻度
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図３　テレワークの効率
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が
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
自
宅
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
場
合

は
、
近
隣
で
低
廉
で
利
用
で
き
る
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
が
あ
る
こ
と
が

推
進
の
カ
ギ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
普
及
し
定
着
し
た
も
の
の
頭
打
ち

状
態
に
あ
る
。
就
業
者
は
テ
レ
ワ
ー
ク
と
出
勤
と
を
組
み
合
わ
せ
つ

つ
、
仕
事
の
効
率
を
維
持
、
向
上
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
そ

こ
で
重
要
な
の
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
す
る
場
所
で
あ
る
。
自
宅
の
書
斎

や
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
効
率
は
上
が
り
や
す
い
。
そ
も

そ
も
日
本
の
場
合
、
欧
米
に
比
べ
て
書
斎
の
な
い
人
が
多
い
。
今
回

の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
で
な
お
さ
ら
こ
う
し
た
日
本
の
住
環
境
の
問

題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

〔
お
お
く
ぼ　

と
し
ひ
ろ　

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
、
国
際
経
済

学
（
国
際
貿
易
、
直
接
投
資
）
専
攻
。
二
〇
〇
五
年
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
大
学
及
び
国
際
高
等
研
究
所 G

raduate Institute of International and 
D

evelopm
ent Studies, G

eneva

（
国
際
・
開
発
研
究
大
学
院
）、

Ph.D
.

（
国
際
関
係
、
経
済
学
）。Toshihiro O

kubo, Eric Strobl. （2021

） 
“N

atural D
isasters, Firm

 Survival and G
row

th: Evidence from
 the Ise 

B
ay Typhoon, Japan, ” Journal of Regional Science. Toshihiro O

kubo, 
A

tsushi Inoue, K
ozue Sekijim

a. 

（2021

） “Telew
orker Perform

ance in 
the C

O
V

ID
-19 Era in Japan, ” Asian Econom

ic Papers, Vol.20, Issue 
2.

「
コ
ロ
ナ
禍
の
テ
レ
ワ
ー
ク
と
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
進
展
」『
個
人
金
融
』

二
〇
二
一
年
春
号
〕

場
所
を
聞
い
た
（
複
数
回
答
可

能
）。
回
答
割
合
が
高
か
っ
た
項
目

は
、「
自
宅
の
書
斎
・
自
身
の
部
屋
」

六
九
％
、
次
い
で
、「
書
斎
・
自
身

の
部
屋
以
外
の
自
宅
の
ス
ペ
ー
ス
」

二
八
％
と
な
っ
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
利

用
者
の
多
く
が
自
宅
を
テ
レ
ワ
ー
ク

利
用
場
所
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

一
方
、「
共
同
オ
フ
ィ
ス
・
テ
レ

ワ
ー
ク
拠
点
」
五
％
、「
喫
茶
店
・

カ
フ
ェ
」
五
％
、「
公
共
施
設
」

五
％
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」

四
％
、
と
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て

い
な
い
。

　

さ
ら
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
場
所
と
仕

事
の
効
率
性
の
関
係
に
つ
い
て
み
る

と
（
表
１
）、
自
宅
の
部
屋
（「
自
宅

の
書
斎
・
自
身
の
部
屋
」、「
書
斎
・
自
身
の
部
屋
以
外
の
自
宅
の
ス

ペ
ー
ス
」
の
両
方
、
あ
る
い
は
、
い
ず
れ
か
）
を
利
用
で
き
る
人

は
、
仕
事
の
効
率
性
の
平
均
が
九
〇
前
後
で
あ
る
が
、
自
宅
の
部
屋

を
利
用
で
き
な
い
人
は
、
仕
事
の
効
率
性
の
平
均
が
大
き
く
下
が
り

六
五
と
な
る
。
自
宅
に
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
と
効
率
性
が

大
幅
に
低
下
す
る
の
で
あ
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
す
る
た
め
に
は
自
宅

内
で
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
仕
事
効
率
が

テ
レ
ワ
ー
ク
の
利
用
や
頻
度
の
決
定
要
因
に
な
る
な
ら
ば
、
自
宅
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
テ
レ
ワ
ー
ク
の
積
極
的
な
利
用
に
つ
な

表１　自宅スペースの有無と効率性

自宅の書斎・自身の
部屋

書斎・自身の部屋以
外の自宅のスペース

効率性の
平均 観測数

該当する
該当する 92 n=108

該当しない 89 n=966

該当しない
該当する 91 n=327

該当しない 65 n=147
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